
 

令和７年度 松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会

（書面会議資料） 

 

 

 

次 第 

 

１ 議  事  

 

◎議案１ 協議会規約（案）について 

 

◎議案２ 副会長の選任について 

 

●報告１ 松戸ナンバーのあゆみについて 

 

●報告２ 寄付金活用事業助成制度の概要について 

 

●報告３ 令和６年度事業について 

 

◎議案３ 令和７年度助成対象事業者・対象事業の提案及び選定 

について 

 

 

 

【資料】 

・松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会委員名簿 

（第３回 松戸市図柄入りナンバープレート選考委員会 議事資料） 

・議案１資料 協議会規約（案） 

・議案２資料 副会長の選任について 

・報告１資料 松戸ナンバーのあゆみについて 

・報告２資料 寄付金活用事業助成制度の概要 

・報告３資料 令和６年度事業について 

・議案３資料 令和７年度助成対象事業者・対象事業の提案及び選定について 

 





議案１ 

 

 

協議会規約（案）について 

 

 

標記の件について、令和７年度においては別添のとおり適用して

いくものとする。 
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松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会規約（案） 

 

（名称） 

第１条 本会は、松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会（以下

「協議会」という 。） と称する。 

（目的） 

第２条 協議会は、松戸版図柄入りナンバープレートの交付に伴う寄付金の活

用使途等を選定するとともに、松戸版図柄入りナンバープレートの普及促進

を図り、もって松戸市の都市イメージを向上させ、観光振興及び地域振興に

寄与することを目的とする。 

（所掌事項） 

第３条 協議会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事項を所掌する。 

（１）寄付金の活用使途等の選定に関すること 

（２）会員団体相互の連携・情報共有に関すること 

（３）その他、松戸版図柄入りナンバープレートの普及に必要な事項に関する

こと 

（組織） 

第４条 協議会は、別表第１に掲げる構成員をもって組織する。 

２  協議会は、その議決により、協議会に構成員を新たに加えることができる。 

（役員） 

第５条 協議会に次の役員を置く。 

（１）会長  １名 

（２）副会長  若干名 

２  会長は、松戸市総合政策部長をもって充てる。 

３  副会長は、協議会の同意を得て構成団体の中から会長が指名する。 

（役員の職務） 

第６条 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。 

２  副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第７条 協議会の会議は、必要に応じて会長が招集し、その議長となる。 

２  会議は、会員の半数以上が出席しなければ、開くことができない。 

３  会議の議事は、出席者の過半数をもって決し、可否同数の場合は議長が決

するところによる。 

４  会長は、必要がある場合には、会議に会員以外のものを出席させ、意見を

求めることができる。 
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（事務局） 

第９条  協議会の事務を処理するため、松戸市総合政策部内に事務局を置く。 

２  事務局に関して必要な事項は、会長が定める。 

（その他） 

第 10 条  この規約に定めるもののほか、協議会に関し、必要な事項は、会長

が別に定める。 

附 則 

この規約は、令和５年７月２５日から施行する。 

附 則 

 この規約は、令和７年７月  日から施行する。 

 

別表第１（構成員） 

団体名 

松戸交通安全協会  会長 

松戸東交通安全協会  会長 

松戸交通安全母の会  会長 

松戸警察署交通課  課長 

松戸東警察署交通課長 

松戸市市民部  部長 

松戸市市民部市民安全課 課長 

松戸市教育委員会学校教育部学務課学校保健安全担当室 室長 

松戸市総合政策部 部長 

松戸市総合政策部 政策推進課 課長 

関東運輸局（関係職員のオブザーバ参加） 
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議案２ 

 

 

副会長の選任について 

 

 

標記の件については、松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活

用協議会規約第５条３項に基づき、会長が指名することと定められ

ている。 

松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会については、

交通安全に関わる関係者で構成されていることから、令和７年度の

副会長は前年度に引き続き本市の市民安全に関わる行政を統括する

市民部長を再任する。 
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敬称略

氏　名 備　考

髙 橋 清 松戸交通安全協会 会長

田 居 照 康 松戸東交通安全協会 会長

中 村 要 子 松戸交通安全母の会 会長

盛 岡 将 人 松戸警察署 交通課 課長

伊 藤 陽 一 松戸東警察署 交通課 課長

上 野 真 一 松戸市 市民部 部長

栗 田 友 樹 松戸市 市民部 市民安全課 課長

芦 田 百 代 松戸市 教育委員会 学校教育部 学務課 学校保健安全担当室 室長

伊 東 朱 美 松戸市 総合政策部 部長

渡 邉 剛 史 松戸市 総合政策部 政策推進課　課長

武 富 悠 美 子 関東運輸局 自動車技術安全部 管理課 専門官（オブザーバ参加）

松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会　委員名簿
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報告１ 

松戸ナンバーのあゆみについて 

標記の件について、令和７年度においては前年度に引き続き別添

のとおり報告する。 
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松戸ナンバーのあゆみについて

令和７年７月
松戸版図柄入りナンバープレート

寄付金活用協議会 資料
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは議題３、松戸ナンバーのあゆみについて説明させていただきます。よろしくお願いいたします。



地方版図柄入りナンバープレートとは

ナンバープレート申込時、
図柄入りナンバーを希望

取付（フルカラー版は寄付金
＋1000円以上の支払いが必要）

寄付金は地域の
交通改善等の
取り組みに活用

走る広告塔として
地域の魅力を発信

• 平成30年10月より交付開始
• これまでに日本全国73地域で導入されている
（第1弾(平成30年～)：41地域、第2弾(令和2年～)：17地域 ※松戸市は第2弾導入地域、
第3弾(令和5年～)：10地域）、第4弾（令和7年～）：5地域

• 申し込みから寄付金活用までの流れ
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
松戸版の図柄入りナンバープレート、松戸ナンバーのあゆみについて説明するにあたって、まず、その前提となる地方版図柄入りナンバープレートについて説明させていただきます。
地方版図柄入りナンバープレートとは、“走る広告塔”として、地域の風景や観光資源を図柄とすることにより、地域の魅力を全国に発信することを目的に、
国土交通省が平成30年10月から交付開始したナンバープレートです。
これまで、交付開始時の平成30年に41地域、令和2年に17地域と、計58地域で導入されており、
松戸市には、令和2年に、第2弾地方版図柄入りナンバープレートの一つとして導入されました。
この際、松戸市においてはプレート左上の地域名表示についても「ご当地ナンバー」へ変更したため、
車の使用の本拠地が松戸市区域内にあるものとして登録されるすべての自動車が、「野田」ではなく「松戸」表記のナンバープレートをつけられるようになった他、
希望すれば図柄入りのナンバープレートがつけられるようになりました。
申込の際には寄付金を募集しており、寄付金を1000円以上支払った方のみ、フルカラー版のナンバープレートがつけられるようになっています。
集まった寄付金は、各地域における交通改善や観光振興などの取り組みに活用されるものと定められており、各地域の立ち上げる協議会において具体的な用途を決定することとなっています。
以上が、全国で導入されている、地方版図柄入りナンバープレートについての概要です。



松戸ナンバーの導入について①
・市民意識調査の実施（平成29年8月）
自動車のナンバープレートの地域名表示について

地方版図柄入りナンバープレートについて
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つづきまして、松戸市におけるご当地ナンバー、および図柄入りナンバープレートについて、導入時の話からさせていただきます。
松戸市において図柄入りナンバープレートを導入するにあたっては、まずはじめに、市民意識調査を実施しています。
資料にありますのは平成２９年8月に行った市民意識調査の結果でして、自動車のナンバープレートの地域名表示についてと、地方版図柄入りナンバープレートの取付意向についてを問う設問の回答です。
調査の結果、地域名表示については、「松戸ナンバー」等の新ナンバーを希望する、あるいは「どちらでもよい」という回答が、全体の8割を超えていました。
また、図柄入りナンバープレートについても、「ぜひ取り付けてみたい」」と回答した人が6.8％、「図柄によっては取り付けてみたい」と回答した人が27.6％という結果を得ることができました。



松戸ナンバーの導入について②
・選考委員会の設置

(平成30年5月23日)
・デザイン案の全国公募
  (平成30年6月1日～7月16日)
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この結果を受けて、地域名表示を「松戸」とするご当地ナンバー、および松戸版の図柄入りナンバープレートーの導入に向け、
平成30年5月23日に「松戸版図柄入りナンバープレート選考委員会」を設置しました。
選考委員会には、本日の寄付金活用協議会にご参加いただいている松戸警察署及び松戸東警察署の交通課長さまにもご参加いただいています。
この選考委員会の立ち上げにかかる第１回会議の開催ののち、同年6月1日～7月16日にナンバープレートのデザイン案の公募を行いました。
プロ、アマ問わず多くの方からデザインを応募していただけるように、賞金を設定し、松戸市内に限らず広く全国から公募したところ、
北は北海道から南は沖縄まで、142名の方から221件の応募をいただきました。



松戸ナンバーの導入について③
・市民人気投票

(平成30年10月1日～10月30日)

全６,５０１票
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
全国から集まってきた221作品について、第2回選考委員会で選定し、絞り込んだ上位８作品について、同年10月に市民人気投票を行いました。
投票の結果、グラフのとおり、最も得票数の多かったナンバーデザインが、最優秀賞として現在の松戸ナンバーのデザインに選ばれました。



松戸ナンバーの導入について④
・デザイン決定(平成31年1月15日号 広報まつど)

・交付開始(令和2年5月11日～)
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
資料にありますのは、デザインが決定した時の広報まつどの一面記事です。
こちらをデザインされたのは、市内在住の主婦の方でした。
その後、国の審査や視認性の確認ののち、令和2年5月から、地方版図柄入りナンバープレート第２弾として、松戸ナンバーの交付が開始されました。

さくら通りのさくら、本土寺のあじさい、矢切の渡しという３つの松戸の風景がやわらかな色合いで表現された現デザインが、
多くの市民の方々に選ばれた結果、現在、松戸ナンバーとして、走る広告塔の役割を担っています。



デザイン活用事例
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
松戸ナンバーについて、より多くの方に知っていただくために、市ではデザイン使用のガイドラインを設けて、様々な活用を行っています。
例えば、ご当地版の婚姻届の背景として。七草マラソン大会のWEB記録証として。
また、ガイドラインを市HPに公開し、民間企業の商品開発等においてもデザインの活用を認めています。
ドアミラーラッピングや、プラモデルパーツ等に松戸ナンバーのデザインがあしらわれています。



取り付けにかかる費用
登録自動車 軽自動車

自家用 事業用 自家用

通常版

一連番号(シート式） 中板：1,490円、大板：2,000円 中板：1,510円

希望番号（シート式） 中板：4,240円、大板：4,990円 中板：4,280円

松戸版図柄入り
（カラー版）

・中板：7,480円＋寄付1,000円以上
・大板：11,120円＋寄付1,000円以上

中板：7,540円
＋寄付1,000円以上

松戸版図柄入り
（モノトーン版）

・中板：7,480円、大板：11,120円 中板：7,540円
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このように、導入、活用されてきた松戸ナンバー及び松戸ナンバーのデザインですが、取付には別途費用が必要となります。
通常版のナンバープレートは、普通自動車の中盤、希望番号で4240円、軽自動車4280円のところ、
図柄入りナンバープレートを希望する場合は、普通自動車の中板で7480円、軽自動車で7540円かかります。
それに加えて、フルカラー版を希望する場合は、寄付金＋1000円以上の支払いが必要となります。



申込件数と普及率の推移
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このように決して安くはない図柄入りナンバープレートですが、松戸市では大変多くの方から選んでいただいています。
グラフは、松戸ナンバー導入時からの図柄入りナンバープレートの申し込み件数と普及率の推移を表したものです。
導入直後に1500件程の申し込みがあった以降は、毎月150～200件程度の申し込みをいただいています。
また、フルカラー版とモノトーン版でかかる金額が異なるにも関わらず、
多くの方にフルカラー版を選んでいただいてることがわかるかと思います。

2023年6月末時点では、フルカラー版で6,606件、モノトーン版で2,733件の累計申込件数があり、
松戸市における令和4年度までの寄付実績に基づく、令和5年度に活用できる助成予算額は、381万1千円積み立てられています。




松戸ナンバーは普及率全国3位！（※第2弾導入地域中）

国土交通省自動車局長より表彰をうけました。
（令和5年5月30日）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このように多くの方々に選ばれた結果、松戸市は、令和2年に時を同じくして図柄入りナンバープレートの導入を始めた１７地域のうち、
飛鳥、出雲に次いで全国３位の普及率であり、図柄入りナンバープレートの普及促進に貢献している地域として、令和5年5月に国土交通省自動車局長より表彰を受けました。

今後も松戸市の走る広告塔として、また松戸に愛着を持っていただくきっかけのひとつとして、より多くの方に選んでいただけるよう、
普及啓発に取り組んでいく次第です。

「松戸ナンバーのあゆみ」についての説明は以上となります。ありがとうございました。



報告２ 

 

 

寄付金活用事業助成制度の概要について 

 

 

標記の件について、令和７年度においては前年度に引き続き別添

のとおり報告する。 
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寄付⾦活⽤事業助成制度の概要

令和7年7⽉
松⼾版図柄⼊りナンバープレート

寄付⾦活⽤協議会 資料
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募集要項 実施要領
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寄付⾦活⽤事業について
＜ポイント＞
 寄付金活用事業の協議を行う協議会を設置し、活用方針を決定する。
 寄付金は、対象地域の地域公共交通サービスの改善、観光振興に活用する。
 地域住民への寄付金の活用方針を周知する。

活用方針決定時のポイント

普及促進にもつながる
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寄付⾦活⽤（助成）事業例

告示･･･自動車登録番号標及び車両番号標の塗色を定める告示
（平成29年2月13日付 国土交通省告示第99号）
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寄付⾦活⽤事業の⼿続きフロー

⽇
本
デ
ザ
イ
ン
ナ
ン
バ
ー
財
団

松⼾市
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報告３ 

 

 

令和６年度事業について 

 

 

標記の件について、別添の「地方版図柄入りナンバープレートの寄

付金活用事業助成対象事業実績報告書」「助成金交付申請事業の実施

結果」「助成金交付決定額及び助成対象経費の内訳等」「助成金交付申

請事業に係る総事業費の財源内訳」のとおり実績報告する。 

 

 

 

（参考）令和６年度助成決定額 

・松戸交通安全協会・・・・・・３９８，２００円 

・松戸交通安全母の会・・・・・５００，０００円 
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議案３ 

 

 

令和７年度助成対象事業者・対象事業の提案及び選定について 

 

 

標記の件について、昨年度に引き続き、令和７年度においても助成

対象事業者は２団体（松戸交通安全協会、松戸交通安全母の会）とす

る。 

松戸交通安全協会ついては、昨年度同様、キーホルダー等の交通安

全啓発品の作成及び配布を行う。 

また、松戸交通安全母の会についても、昨年度同様、市内小学校４

５校における全新入学児童へのランドセルカバー配布を行う。 
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様式第１（第４条第１項） 

 

 

令和 ７年  月  日 

 

 

公益財団法人 

   日本デザインナンバー財団 理事長 殿 

 

 

（導入地域の名称）【松戸市】 

          （交付申請者）所 在 地    千葉県松戸市松戸 558-2 

名   称    松戸交通安全協会 

代表者役職・氏名 会長 高橋 清   印 

 

 

 

 地方版図柄入りナンバープレートの寄付金活用事業助成金交付申請書 

 

 地方版図柄入りナンバープレートの寄付金活用事業助成金の交付を受けたいので、

地方版図柄入りナンバープレートの寄付金活用事業助成実施要領第４条第１項の規

定に基づき、別紙のとおり申請します。 

 

 

 

 

 

 

 

    【本申請に係る連絡先】 

交 付 申 請 者 名 松戸交通安全協会 

所 属 部 署 事務局 

役職・担当者氏名 事務局長 小田 清光 

所 在 地 〒271-0092 

千葉県松戸市松戸 558-2 

松戸警察署内 

連 絡 先 電話番号 047-362-5654 

Ｆ Ａ Ｘ  

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  
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【記載要領】（様式第１） 

 

注１）導入地域の名称の欄には、交付申請に係る地方版図柄入りナンバープレートの

導入されている地域の名称を記載して下さい。 

注２）地方公共団体が交付申請者となる場合、交付申請者の代表者役職・氏名につい

ては、○○県知事 ×× ××、△△市長 〇〇 ○○と記載して下さい。 

注３）交付申請者が地方公共団体以外の場合は、交付申請者である当該法人等の概要

及び事業の内容等がわかる資料を添付して下さい。 
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様式第１　別紙１

交付申請者名 松戸交通安全協会　会長　髙橋　清

③事業を選定した協議会の名称

④事業の実施対象地域

⑤事業の実施期間

⑥事業の目的

⑦事業の概要

⑧事業実施により達成すべき定量的目標及び得られる効果等

②助成実施要領第２条第２項の別紙に
掲げる助成対象事業の該当番号

松戸市

助成金交付申請事業の概要

5

交付決定日　～　令和８年３月３１日

当団体の交通安全に資する事業に、市内小学校、幼稚園等における交通安全教室の開催や、小・中学生及び高齢者を対象
に市警察と協力して行う自転車安全利用教育の実施等がある。また、市内で同様の活動を行う松戸東交通安全協会におい
ても、交通安全教室等で相互に協力しながら市内全域で交通安全啓発を実施している。
これら事業において、更なる交通安全の啓発を図るため、「松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会」を通じ
て「図柄入り松戸ナンバーの寄付金」を活用させて頂き、交通安全教室等の参加者へ反射材キーホルダー型の交通安全啓
発物品を市内全域で配布し、身に着けて頂くことで、特に夕方・夜間における自動車等からの認知度向上を図り、松戸市
内の交通事故死傷者数を減少させ、以って地域の交通安全に資することを目的とする。

【定量的な数値目標】
(1)令和8年3月までに開催される交通安全教室等において、全ての反射材キーホルダーを配布する。
　　(別添参照：松戸交通安全協会　配布計画、松戸東交通安全協会　配布計画)
(2)松戸市内における歩行中及び自転車乗車中の子ども（中学生以下）及び高齢者（65歳以上）の交通事故死傷者数を減少
させる
（※令和6年1月～12月の上記条件における交通事故死傷者数：歩行中の子ども：23人、歩行中の高齢者：49人、自転車乗
車中の子ども：32人、自転車乗車中の高齢者：38人（参考人口統計：令和7年3月末時点の松戸市14歳以下人口…53,671
人、65歳以上人口…128,723人））（別紙参照：「年齢３区分別人口表」「松戸市内の交通事故発生状況(令和6年1月から
12月までの累計)」）

〇実施効果：
交通安全教室等での反射材キーホルダー配布により、松戸市内における歩行中及び自転車乗車中の子ども（中学生以下）
及び高齢者（65歳以上）の交通事故死傷者数を減少させる
（令和6年1月～12月：歩行中の子ども：23人、歩行中の高齢者：49人、自転車乗車中の子ども：32人、自転車乗車中の高
齢者：38人）
〇実施効果検証方法：
市別交通事故発生状況データを用いて検証し令和９年６月頃に報告する（前年1月～12月のデータを翌年6月頃に千葉県警
本部より提供）

松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会

①助成対象事業の名称

交通安全啓発品等作成・配布事業

松戸ナンバー

デザイン財団

助成金（交付

決定）

反射材キーホ

ルダー発注

（事業開始）

交通安全教室等での反射材キーホルダーの配布

（事業完了）

配布先例（令和３年度実績より抜粋）：

市内小学校における交通安全教室（10月）

市内幼稚園における交通安全教室（10～２月）

小・中・高齢者を対象とした自転車安全利用教育講座（年

間を通して実施）

ユーカリ交通公園における交通安全教室指導（通年）

市内小学校における交通安全教室（10月）

市内幼稚園における交通安全教室（10～２月）
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⑨交付決定前に着手を行う理由

⑩事業の実施体制及び実施スケジュール

⑪事業の表示

・反射材キーホルダーのパッケージに、日本デザインナンバー財団から助成されていることを説明する
　送付文を添付（添付資料あり）

なし（交付決定後着手予定）

【事業の実施責任者・担当者】
松戸交通安全協会　事務局長　小田　清光

【実施スケジュール】
令和７年７月・・・・・・見積もり徴取・仕様検討
令和７年７月中旬・・・・松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会（書面会議）
令和７年交付申請以降・・交付決定・反射材キーホルダー発注・支払い
令和６年１１月
　～令和７年３月・・・納品後・交通安全教室等で順次配布（事業完了）・実績報告
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様式第１　別紙２

交付申請者名 松戸交通安全協会　会長　高橋　清

（単位：円）

398,200

助成金交付申請額及び助成対象経費の内訳等

助成対象事業の名称
助　　　成　　　対　　　象　　　経　　　費

助成金交付申請額
積　　算　　内　　訳 金　　額

398,200

交通安全啓発品等作
成・配布事業

利用料等収入額
（他からの補助金等を含む。）

差引助成対象経費（①ー②）

398,200①

③

合　　計

　委　　託　　費
（算定式等）
①LED反射・点滅緊急ストラップ
（※転写シール名入印刷・化粧台紙印刷・PP個別包装代込み）
　1,000個　×　190円　×1.1（消費税）＝ 209,000円

②反射材キーホルダー
（型代・抜き代・OPP個別包装・配送料代込み）
　2,000個　×　86円　×1.1（消費税）＝ 189,200円

なお、①及び②については、人格なき社団の事業であるため、
消費税等仕入控除を減額して申請しない。

209,000円

189,200円

➁ 0
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様式第１　別紙３

交付申請者名 松戸交通安全協会　会長　高橋　清

　１．当財団からの助成金

財　源　調　達　先

助成金交付申請事業に係る総事業費の財源内訳（予定）

調　　達　　金　　額

合　　　　　　 計

　２．国からの補助金
　　  補助金の名称：

　３．都道府県からの補助金
　　  補助金の名称：

　４．市町村からの補助金
　　  補助金の名称：

　５．その他の補助金・助成金
    　補助金・助成金の名称：

  ６．利用料等収入額

　７．自　己　財　源

398,200円

0円

398,200円

0円

0円

0円

0円

0円
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松戸交通安全協会 〈反射材ストラップ〉（案） 

松戸東交通安全協会 〈反射材キーホルダー〉（案） 

事業の表示（案） ストラップ・キーホルダー共通 

添付資料①
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